
新・ターゲット層の真実

発信し続けていきます！
モードの文脈で
社会的メッセージを
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コロナ禍を経験し、メディアは社会的存
在意義や立ち位置を示すことがますます
重要視されています。

SPURは昨年来SDGｓ、ことに女性のエ
ンパワメントについて積極的な情報発信
を行ってまいりました。

「社会的メッセージをモードの文脈で」、
他媒体にはできないチャレンジを続けて
います。

ファッション性を高く保ちながら、SDG
ｓや社会課題に踏み込んだ内容にも挑ん
でいく媒体として、志に共感いただける
広告主様とのコラボレーションも実現し
てまいりました。

SPURは、モードコンシャスな本誌、
そしてより裾野を広げたSPUR.JPに
それぞれ最適なコンテンツを提供してい
ます。
2020/10/14 SHUEISHA Inc. All rights reserved.
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実際に自分の目で見たものを、主観的な視点で書く文脈こそが、
人の心に届くと私たちは信じています。

個人的な視座や体験から語る文脈が、もっとも普遍的なパワーをもつのではないかと。
クライアントさまの要望、製品のポイントを、SPURエディターの目を通して視覚化
できることがSPURチームの持ち味です。

タイアップの場合でも、編集企画の延長線上にあるようなビジュアルづくりを心掛け
ています。結果、編集部に対する信頼感があるユーザーがついてきてくれる。とても
エンゲージの高いものになる傾向にあります。

ラグジュアリーであろうと、生活用品であろうと、エディターの視点でユーザーに
最適なビジュアルを届けます。デジタルだけれど、体温のあるコンテンツ。

日常感、親近感があるのがSPURです。
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①ケイトスペード（SPUR.JP掲載）

参照: https://spur.hpplus.jp/fashion/smallgoodthings/202006/16/MBFhRgc/page6/

単に新製品を紹介するだけでは受け手の心に響きません。
このコンテンツには２つの主軸があります。
「バッグの中身」という、のぞき見の背徳感をひそませるのが第一。
第二に、すべての人の共通項である「コロナ禍対策」という下地を敷くことで共感性を高めました。

2020/10/14 SHUEISHA Inc. All rights reserved.
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参照: https://spur.hpplus.jp/fashion/special/a01_louisvuitton1911/

② ルイヴィトン（SPUR.JP掲載）

SLGはエントリー商材としてもSPURでは人気コンテンツであり、
私たちの得意分野です。受け手の裾野を最大限広げるためにも、
可愛らしく躍動感があり、分かりやすく機能を伝えることを命題にしています。

SHUEISHA Inc. All rights reserved.2020/10/14
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③ セリーヌ（SPUR11月号掲載）

私たちは「モードの翻訳者」です。ハイモードの価値を、分かりやすく伝えるために
等身大の体温を通わせます。今回のバッグ施策では
見る側の読者が、どこかに親和性を感じてもらえるような
多様性あふれるキャスティングを行い、手ごたえある反響をいただきました。

2020/10/14 SHUEISHA Inc. All rights reserved.
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